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核兵器廃絶をめざす
富山医師・医学者の会 会報

2001.8.6
核兵器廃絶をめざす

富山医師・医学者の会

富山市桜橋通り6-13
電話 076-442-8000

片山喬氏が世話人代表に

副代表には、高野昇治氏と黒部信也氏

第７回総会を開催
一橋大・渡辺治教授を講師に

『２１世紀の日本－憲法問題と平和・核兵器廃絶への展望』

さる７月１日、「２１世紀の日本

－憲法問題と平和・核兵器廃絶への

展望」と題して、市民公開講演会を

開催しました。会場はフコクビル。

講師に一橋大学の渡辺治先生を迎

え、「憲法改正」や「靖国神社公式

参拝」を押し進めようとする小泉内

閣の危険性や、日本が世界とアジア

の国々を脅かす国へと変貌してきて

いることなど、迫力ある語りをもっ

て講演いただきました。

参加者からは、「真剣な訴えに感

動した」「胸にすっと落ちた」など

の感想が聞かれました。

渡辺氏の講演会には５９名が参加（フコク生命ビル２階）

７／１に行われた第７回総会（フコク生命ビル９階）

核兵器廃絶をめざす富山医師・医学者

の会の第７回総会を、市民講演会と同日

の７月１日に開催しました。

冒頭、常任世話人の片山喬先生は開会

の挨拶で、「今日のような暑い日は、５

６年前の８月１５日を思い起こす。」と、

終戦の日に感じた平和への願いを述べま

した。

当会は設立１２年目を迎え、今回、組

織の強化を図るため世話人改選を行ない、

世話人代表に片山喬先生が、副代表には

高野昇治先生と黒部信也先生が就任しま

した。

また、はじめて二人の女性医師が世話

人に加わり、「多くの人に平和を呼びか

けていきたい。」と取り組みへの決意を

述べました。

今後の取り組みとして、市民公開講演

会の引き続きの実施や、１２月開催予定

の「核兵器廃絶を求める医師医学者のつ

どい」全国会議への参加などが提起され、

一層充実した取り組みを行なっていくこ

とを出席した会員全員で確認しました。
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1999年度および2000年度会計報告

自：1999年8月 1日
至：2001年6月30日

＜収入の部＞

年会費 ３６０，０００
雑収入 ５０，３２４
前年度繰越金 ６８６，１８０

合計 １，０９６，５０４

＜支出の部＞

会議費 ７１，７００
事業費 ３６４，５９６
事務費 ５５，５５０
協賛金 ４０，０００
雑費 ０
翌年度繰越金 ５６４，６５８

合計 １，０９６，５０４

2001年度および2002年度予算

自：2001年7月 1日
至：2003年6月30日

＜収入の部＞

年会費 ５００，０００
雑収入 ５０，０００
前年度繰越金 ５６４，６５８

合計 １，１１４，６５８

＜支出の部＞

会議費 ８０，０００
事業費 ３７０，０００
事務費 １００，０００
協賛金 ４０，０００
雑費 ０
翌年度繰越金 ５２４，６５８

合計 １，１１４，６５８

会計報告および予算

世話人名簿（敬称略）

■世話人代表 片山 喬 （元富山医科薬科大学付属病院 院長）

■世話人副代表 高野 昇治 （富山市・高野整形外科リウマチ科医院）

黒部 信也 （富山市・富山協立病院 名誉院長）

■世 話 人 滝 邦彦 （大沢野町・滝医院 院長）

梅崎 伸 （新湊市・梅崎小児科医院 院長）

小熊 清史 （魚津市・小熊歯科医院 院長）

太田 真治 （高岡市・おおたファミリー歯科 院長）

（新）矢野 博明 （新湊市・矢野神経内科医院 院長）

（新）井本 正樹 （富山市・井本産婦人科医院 院長）

（新）金井 英子 （砺波市・福野厚生病院）

（新）与島 明美 （富山市・富山協立病院）

■顧 問 佐々 学 （元富山医科薬科大学 学長）
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この度世話人の皆様のご推薦により、これ

までの佐々学先生の後任として世話人代表に

就任しました。

この会は設立以来核兵器の廃絶を願い、そ

の目標達成のための運動を述べてきたわけで

すが、その活動は必ずしも十分とは言えませ

んでした。

今回役員改選を機に若い世代の世話人のお

力も得て、活力ある運動を展開して行けるよ

う努力してゆきたいと思います。そして、一

刻も早く核兵器廃絶の日が来ることを念じた

いと思います。ご協力よろしくお願い申し上

げます。

ご 挨 拶

世
話
人
代
表

片
山

喬

真田広島県医師会長が、ＪＰＰＮＷへ加盟呼びかけ

６／５ 都道府県医師会長協議会にて

７／２６第16回世話人会報告

７月２６日に開催した第１６回世話人会

の協議事項について報告します。

１．ＪＰＰＮＷの活動の紹介

ＩＰＰＮＷ、ＪＰＰＮＷの活動につい

て賛同者を増やすため、この団体を広く

内外に紹介していくことを確認。

２．今後の市民公開講演会の企画

来年以降の講演会の企画について協議。

できれば、吉永小百合さんや大江健三郎

氏を講師にお呼びしたい、など。

３．とやま朗読劇の会への協賛

例年協賛している「とやま朗読劇の会」

へ引き続き協賛することを確認。

４．１２月の反核医師の集いの参加

１２月１５～１６日に東京で開催され

る「核兵器廃絶を求める医師医学者のつ

どい」全国会議に、当会から世話人が参

加することを確認。

ＩＰＰＮＷ協力呼びかけを伝える日医ニュース955号

６月５日に開催された日本医師会主催の

都道府県医師会長協議会において、真田幸

三広島県医師会長（ＪＰＰＮＷ支部長）が、

全国の医師会に対しＪＰＰＮＷの拡大を求

め加盟の要望を行ないました。

当会でも、ＩＰＰＮＷ及びＪＰＰＮＷと

同主旨で活動している立場から、同団体を

医師や市民に広く紹介し、賛同者を募って

いくことを、７月２６日に開催した世話人

会で確認しています。

ＩＰＰＮＷとは？
正式名称は核戦争防止国際医師会議。核

戦争の脅威に対し医療専門家として研究・

教育・唱導を通して正しい知識の普及に努

め、核兵器の廃絶と軍縮を求める、中立・

超党派の医師によるＮＧＯ。発足は１９８

０年で、現在の加盟支部は６７ヶ国、会員

は２０万人を超える。

ＪＰＰＮＷとは？
ＩＰＰＮＷの日本支部であり、ＩＰＰＮ

Ｗ本部の規約を尊重し、核戦争防止のため

に努力することを目的とする非政治的組織。

具体的には、研究会・講演会の開催、国

際医師会議への出席、ＩＰＰＮＷ本部から

の情報収集・配布などを行なっている。

実際は、各県医師会・歯科医師会単位で

加入している。現在の会員数は４０００人。



本日は憲法問題を中心に平和と核兵器廃絶へ

の展望についてお話します。では、さっそくレ

ジメにそって始めさせていただきます。

小泉内閣はきわめて異例

４５年ぶりの憲法改正論と

１６年ぶりの靖国神社公式参拝

小泉内閣は、大企業中心の経済回復政策であ

る「聖域なき構造改革」を断行することを 大

の課題としており、その点では今までにない

「画期的」な政権として登場しました。

しかしその特徴にくらべればあまり注目はさ

れてはいませんが、じつは日本の「軍事大国化」
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講
演
は
、
「
四
月
二
十
六
日
、
小
泉
首
相

が
首
相
就
任
演
説
を
行
な
っ
た
。
そ
の
内
容

は
、
歴
代
首
相
と
比
較
し
て
、
き
わ
め
て
異

例
だ
っ
た
の
で
す
。
」
と
い
う
話
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。

「
ど
こ
が
異
例
か
と
言

い
ま
す
と
、
過
去
四
十
五

年
間
に
わ
た
っ
て
タ
ブ
ー

視
さ
れ
て
き
た
憲
法
改
正

発
言
を
行
な
っ
た
こ
と
。

も
う
一
つ
は
、
靖
国
神
社

へ
の
首
相
公
式
参
拝
を
唱

え
た
こ
と
。
こ
の
二
点
を

手
が
か
り
に
し
て
話
を
す

す
め
ま
し
ょ
う
。
」

後
は
も
う
完
全
に
聴
衆

は
渡
辺
氏
の
世
界
に
引
き

込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

日
本
の
「
軍
事
大
国
化
」

お
よ
び
「
憲
法
改
正
」
に

つ
い
て
多
く
の
時
間
を
割

い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

「
海
外
進
出
し
た
日
本
企

業
の
活
動
の
自
由
と
安
全

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

自
衛
隊
の
海
外
出
動
と
武
力
行
使
が
必
要
と

さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
憲
法
改
正
、
い
や

改
悪
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と

述
べ
、
日
本
が
軍
事
大
国
化
に
向
っ
て
着
実

に
前
進
し
て
い
る
こ
と
を
、
具
体
例
を
あ
げ

て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
結
論
と
し
て
「
日
本
は
大
変
す
ば

ら
し
い
国
で
す
。
日
本
は
戦
争
で
多
く
の
犠

牲
者
を
出
し
ま
し
た
。
世
界
で
唯
一
の
被
爆

国
で
す
。
そ
の
よ
う
な
大
き

な
痛
み
を
経
験
し
た
か
ら
こ

そ
、
日
本
は
核
兵
器
を
保
有

し
な
い
。
武
器
を
輸
出
し
な

い
。
少
な
く
と
も
第
二
次
世

界
大
戦
後
は
戦
争
で
人
を
殺

し
て
い
な
い
。
こ
ん
な
国
が

世
界
の
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

日
本
が
再
び
軍
事
大
国
化
し

て
、
殴
る
側
の
大
国
に
な
っ

て
は
い
け
な
い
。
」

大
き
な
声
で
、
一
気
に
ま

く
し
立
て
る
よ
う
話
さ
れ
ま

し
た
。
私
は
今
ま
で
、
こ
れ

ほ
ど
真
剣
に
自
分
の
国
の
過

去
と
未
来
に
つ
い
て
話
さ
れ

る
方
に
お
会
い
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
聞
き

な
が
ら
涙
が
こ
ぼ
れ
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。

祈
り
に
も
似
た
気
持
ち
で

核
兵
器
廃
絶
を
唱
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
背
景
に
深
く
か
か
わ
る
政
治
を
理
解
し
な

く
て
は
、
私
た
ち
の
活
動
は
成
り
立
ち
得
な

い
。
そ
の
よ
う
な
印
象
を
強
く
持
っ
た
講
演

で
し
た
。

聞きながら涙がこぼれそうに…
砺波市・金井 英子

講演会に参加して

21世紀の日本～

憲法問題と平和・核兵器廃絶への展望

渡辺 治（わたなべ おさむ）

1947年東京生まれ。

東大法学部卒業後、同

大社会科学研究所助教

授をへて現在一橋大学

社会学部教授。

専攻は憲法、政治学。

司会の高野昇治副代表

市民公開講演会

この講演要旨は、録音ディスクをもと

に、編集者の判断でまとめたものです。



についても一石を投じようとしている点でも特

別な内閣です。

４月２６日に行なった首相就任時の記者会見

では、小泉首相は歴代総理の挨拶とくらべても、

きわめて異例の発言をしました。おそらくご記

憶はないと思いますが、こんなことを言ってい

ます。

「日本国憲法は第９条で軍隊の保持を禁止して

いるが、現在の自衛隊の規模と役割はこんなに

大きくなってきており、憲法と矛盾している。

憲法改正を行なうことは急務となっている。

しかし、すぐに憲法を改正することは国民の

合意が得られないだろう。そこで、まず従来の

ように政党や派閥ではなく、国民の手で首相を

選出する「首相公選制」を実現するところから

憲法を改正していきたい。これは２１世紀の日

本の民主主義の前進のために非常に重要である。

これがこの内閣の課題の一つである。

また、国のために命を捨てた人々をまつって

いる靖国神社へ、ぜひ首相として公式参拝を行

ないたい。」というものです。これは今でも議

論が続いていますが、「公式参拝」に対して諸

外国から批判の声が挙げられていることについ

ては、「なぜそのような声が挙がるのか、全く

解し難い」と述べています。

この二つの発言がどんな意味で「画期的」な

のかを手がかりにしながら、私の話を始めたい

と思います。

５０年代の改憲の動きとその挫折
憲法改正をめざして自民党が誕生

内閣の政治課題として憲法改正を打ち出した

日本の首相は、じつは４６年前の鳩山一郎さん

だけであって、それ以降、これを打ち出した首

相は存在しません。

鳩山首相は、アメリカから押しつけられた日

本国憲法を改正することで、アメリカによる占

領体制を打破したいということを政治課題に挙

げました。

ついでに言うと、今の自由民主党は、当時の

自由党と鳩山氏が代表を務める民主党が合併し

て誕生したものです。ではなぜ合併したのか？

この頃は大きな左派政党である日本社会党が誕

生し、憲法改正をめざしていた鳩山氏は、保守

政党が二つに分かれていたのでは憲法改正がで

きないと考えたからです。ですから自由民主党

というのは、もともと憲法改正をするためにで

きた政党であって、その政治綱領には、占領体

制を打破して自主憲法制定を求めると書かれて

います。

鳩山首相の前任の吉田茂首相は森さんほどで

はありませんが、国民に人気がない首相でした。

その反動から鳩山首相には、小泉さんほどでは

ありませんが、人気が集まり、１９５０年頃は

今以上に憲法改正の可能性があった時期だった

のです。しかし５５年頃から憲法改正を求める

国民世論は、急速にしぼんでゆきました。国民

の生活が少しずつ安定し、戦前より戦後の日本

のほうが優れているという声が大きくなりはじ

め、憲法改正という自民党の政治課題に反対す

る声がしだいに大きくなってきていました。

岸内閣と６０年安保改定

ドイツでは戦争責任追及のためナチスの残党

を検挙していた頃、日本でＡ級戦犯である岸信

介首相が就任したことは、世界中からかなりの

注目を浴びました。

岸首相は、日本とアメリカが対等の立場にた

つためには、アメリカ軍に守ってもらうだけで

はなく、日本も自衛隊を持って、共同してアジ

ア太平洋地域の安全を守ることが必要と考えた

のです。そのために日米安全保障条約を強行採

決によって締結しようとしました。この少し前

には国民の反対運動を抑えるために、警官の権

限を強める「警職法」が国民の集会やデモでつ

ぶされたり、教師の「勤務評定」が全国で大変

な問題になりました。

安保論議が大変な場面を迎え、連日３０万人

もの人々が国会を取り囲んでいた時、岸首相は、

「ここに集まっている人間は赤に使嗾（しそう）

された者の集まりだ。多くの国民は声なき声を

もって私を支持してくれている。後楽園球場で

は５万人の人がジャイアンツの試合を見ている。」

という有名な発言をして、多くの国民の怒りを

かっています。

余談ですが、当時、石原慎太郎さんは安保そ

のものは賛成だったのですが、国会の強行採決

をみて、「こんなことでは日本の民主主義が壊

れてしまう」と、大江健三郎さんたちと「若手

の作家の会」を作って、デモに参加したんです。

今なら、顔を赤らめて若気の至りだと怒鳴りつ

けると思いますが。

自民党は、この６０年安保の経験を通して決

定的に変わったと思います。日本の軍事大国化

のための憲法改正は、自民党政治が崩壊しかね

ないとても危険な選択であることを知り、それ

以降の首相は憲法改正を打ち出さなくなっていっ

たのです。

６０年安保以後の保守政治の転換

岸首相の次の池田勇人首相はもともとタカ派

で積極的な憲法改正派でしたが、首相就任挨拶

では、「自分の任期中は憲法改正を行わない」

と国民に約束しています。彼自身は憲法改正を
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積極的に推進する側だったのですが、６０年安

保の経過をつぶさにみて、自民党政権を維持す

るためには憲法改正は行なわないほうがいいん

だと判断したのです。その言葉を信じない野党

の追及に対して池田首相が「私はウソは申しま

せん」と、有名な発言をしました。

次の佐藤栄作も、右から池田内閣を批判して

いたにもかかわらず、首相就任挨拶で「憲法は

今や国民の血となり肉となっている」と述べ、

憲法堅持を打ち出しました。

このようにして、池田首相以後、森首相まで

１７名の首相が就任時に憲法堅持を宣言するよ

うになりました。あの改憲運動の大御所である

中曽根さんでさえ、「私の政権では憲法改正は

行なわない」と言わざるを得なかったのです。

このように、自民党が本音で憲法を守ったと

いうより、国民の運動に対する恐怖によって、

日本国憲法を堅持する日本、『ふつうでない国』

日本を作り上げていきました。

「非核三原則」と「武器輸出禁止三原則」

１９６０年代、アメリカやロシアなどの経済

大国は既に核兵器を自国の軍備の中心としてい

ました。現在、大国と呼ばれる国のうちで核兵

器を配備しない国は日本しかありません。

佐藤首相の時代に作られた「非核三原則」～

核兵器を持たず、作らず、持ち込ませず～は、

自民党が自衛隊を大きくする一方で、野党や国

民に対し憲法９条のもとで日本が軍事大国にな

らないことを証明するための、いわば交換条件

として国会決議としたものです。

同じく「武器輸出禁止三原則」～武器やその

もととなる材料・技術について輸出することの

禁止～も、自民党が国民に一定の譲歩をしたこ

とによる産物といえるでしょう。

現在、世界各国の武器輸出量別の順位をみる

と、上位からアメリカ、ロシア、中国、フラン

ス、イギリス、ドイツと並んでいます。なおこ

のうち、ドイツ以外は国連安全保障理事会常任

理事国です。ですから、国連が武器輸出禁止や

核兵器の禁止をやるはずがありません。特にロ

シアや中国は、 大の輸出製品が武器です。も

しこれらの国で武器輸出が禁止されていれば、

コソボやユーゴで紛争は起きるけれども、あの

ような戦争にはなりません。

もし世界第二位の経済大国である日本が、こ

の「武器輸出禁止三原則」を持っていなかった

としたら、高品質で安く、故障知らずの日本製

の武器が既に世界を席巻し、多くの人々を殺し、

もっと早くから戦争に加担する国になっていた

でしょう。

そこまで考えて佐藤さんが輸出を禁止したわ

けではありませんが、ともかく通産省が厳しい

行政指導でチェックしたことによって、三菱や

ＮＥＣとか日立、東芝などが武器生産に手を出

さなかった。現在、自衛隊用に武器生産をして

いる企業はありますが、国内だけでは採算がと

れないため、その企業の中核を担うものとなる

ことはありませんでした。このような条件が、

日本の軍事大国化を抑えてきたのです。

このように、歴代の総理大臣が憲法を改正す

ると言わなかったのは、けっして偶然ではない

し、軍事大国化しなかったのも偶然ではなかっ

た。自民党政権が危険な法案を通すたびに、国

民の平和のためのさまざまな運動が起き、彼ら

なりに大きな代償を払ってきたのです。

日本はこうした政策の結果、６０年代から始

まって今に至るまで、世界の先進国の中できわ

めて珍しい国になっています。核兵器を持たな

い、武器輸出をしない、という他に、軍事大国

ではない、ということです。軍備の絶対額では

世界２位で、この点では立派な軍事大国と言え

ますが、財政に占める割合は５％台です。この

数字は客観的にみて、『ふつうの国』ではあり

ません。

中曽根首相でさえ、靖国参拝は１回きり

これまでお話したことで、小泉首相の打ち出

した「憲法改正」発言が、いかに画期的である

かご理解いただけたと思います。

４５年ぶりの憲法改正議論は、旧来の自民党

を変えうるものであることは確かです。マスコ

ミはあまりこの点にふれていませんが、これは

不勉強といわざるを得ないでしょう。

「靖国神社公式参拝」発言についても、中曽根

首相以来１５年ぶりです。その中曽根さんも中

国や韓国から強く反対を受け、一回参拝したの

みでその後は断念しているのです。実はその時、

中曽根さんは靖国神社に東条英機らのＡ級戦犯

が英霊として奉られていることを承知していま

せんでした。彼が参拝したのは、日本の軍事国

家としてのナショナリズムを形成することが目

的でした。この時期に国会議員に初当選した小

泉首相は、こうした経緯をよく知っているはず

なのです。

８０年代半ばからの

日本企業のグローバル化

これまで、日本の軍事大国化が前進しなかっ

た大きな理由に、国民の反対世論がありました

が、もう一つには、大企業がそれを重視してい

なかったことが挙げられます。

それが８０年代には企業が軍事大国化に非常

に強い興味を持つようになってきていました。
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6



アジアへ進出した企業が軍事力を切望

日本の企業は従来、製品を国内で作りそれを

海外へ輸出するスタイルをとってきました。し

かし、８０年代中頃には円高傾向が強まり、従

来のスタイルでは利益を出すことが難しくなっ

てきて、そのため企業は生産拠点を海外に求め、

次々に進出していきました。

日本の経済活動をみると、日本の海外直接投

資額（海外で工場を建設するなどの費用）が、

８４年に初めて１００億ドルを超えました。そ

の後、８８年には６７５億ドルに成長し、世界

第一の海外進出国となりました。

なお、イギリスは１９世紀中頃から現在まで

１５０年をかけてインドに進出し続けており、

アメリカは８０年ほど進出し続けています。そ

れを日本は５年ほどで抜き去ったのです。

日本は８０年代は北米や欧州を中心に展開し

ていましたが、９０年代に入ってからは特にア

ジアに多く進出してきました。それは、賃金が

安いこと、労組の禁止・女性差別が公然とでき

ること、環境保全のための基準が緩いことなど

の条件に起因しています。それに対し、欧米へ

の進出は赤字を覚悟しなければならなかったの

です。

では、なぜ欧米の企業はアジアに進出しなかっ

たのか。その理由は、アジアには軍事独裁政権

による国が多く、なによりも戦争や内紛で企業

が投下した資本を失う危険があったからです。

結果として日本は無防備で出ていってしまった。

それらの脅威から企業の資本と邦人労働者を守

るため、自国の軍事力を求めるようになってき

たのです。

『国際貢献』という名の海外出兵

このように、財界大企業から軍事大国化が求

められる一方で、自民党は６０年代の安保闘争

時の恐怖の記憶から、軍事大国化へはなかなか

踏み切れずにいました。実際、小泉首相が掲げ

る政策のなかで、「聖域なき構造改革」に対し

ては７割もの支持が得られているのに、「靖国

神社公式参拝」は１０数％しか支持されていな

いのです。また、日本国民だけでなく、アジア

の人々も軍事大国化に強い危機感を抱いていま

す。

アジアへは経済的に進出したいのに、自らの

安全を得ようとするとアジアの人々から軍事大

国化を批判される。その矛盾を何とか回避する

ために、自民党と財界は新しい形態の軍事大国

化を押し進めることとなったのです。

その新しい軍事大国とは、民主主義を蹂躙し、

徴兵制によって国民が強制的に兵隊にとられる、

そのような従来の暗いイメージを持つ軍事大国

ではありません。

今日本がめざす軍事大国とは、『国際貢献』

という名の下で海外出兵を行ない、多国籍企業

の安全を守るというかたちなのです。北朝鮮や

イラクのような小規模だけれども何か危ない国

家が武力を使用することを、軍事力世界第１位

のアメリカと二位の日本が協力して抑える、と

いった形態を目指しているのです。それは湾岸

戦争時のように、国民はお茶の間のテレビをと

おして、ゲームのように戦争を見るというもの

になるのでしょう。

日本は再び「殴る」側の国に

多国籍企業の世界展開を守るという新しい軍

事大国化をめざす日本は、再び「殴る」側の国

に入ってしまいました。殴られる国という点で

は、たとえば日本も原爆や大空襲の悲惨な痛み

を忘れないで、強い平和運動があります。しか

し朝鮮や中国に対して日本が殴ってきた歴史に

ついては、殴られた痛みほど感じていないので

す。私たちも、ともすれば「新しい歴史教科書」

について韓国や中国はいつまでしつこく言って

るの？という感じを持っていないでしょうか。

それは私たちが殴る側だったからです。

いじめ問題でも同じです。いじめる側は、い

じめられる側にも責任があるといいますが、い

じめられる側がどのような思いでいるのかわかっ

ていません。今まで日本は殴られる側にいたの

で、その気持ちがわかる国でした。強い平和運

動がありました。しかし、現在は殴る側の国に

変わってきているのです。いまこそ、私たちは

本当の平和運動を展開できるのか、それが試さ

れるときがきています。

日本はふつうでない、すばらしい国

日本はふつうの国ではありません。「日の丸・

君が代」法案は通ってしまいましたが、いまだ

に教育現場では、この旗は侵略戦争の旗ではな

かったかという論争がされています。このよう

な国はほかにあるでしょうか？

アメリカの星条旗は確かに市民革命の旗です

が、第二次世界大戦後２００回にわたって侵略

戦争の旗になったし、数十万人のベトナム人を

殺した旗です。しかしアメリカで、その旗や国

歌の下で他国に対してどんな悪いことをやって

きたかという、国民的議論があるでしょうか。

私は聞いたことはありません。それに比べれば、

日本はそれだけ平和に対する認識ができている、

はるかにすばらしい国だと思っています。

平和への財産をたくさん持っている

しかし、今の日本はアジアに進出することで
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経済を保っている状態といえます。日本人の食

料はほとんどアジアが担っています。タイでは、

タイ人が食べない日本米ばかりを作って、タイ

の農業が破壊されています。アジアに進出した

日本企業は、その国の農業や漁業までも、日本

の市場にあわせたものに作り替えてきたのです。

はたして、このままでいいのでしょうか。

日本はアジアや世界に対し、平和を訴えるた

めの財産をたくさん持っています。

核兵器を持っていない。武器を輸出していな

い。軍需産業を持っていない。少なくとも戦後

は海外に行って人を殺していない。こんな国が

世界のどこにあるでしょうか。

いま私たちには、憲法改正によって軍事国家

を進め、経済大国として君臨し続けるのか、そ

れとも殴る側の立場をやめ、アジアの経済と日

本の経済を一緒に繁栄させる道を追求するのか

が、問われていることを強調して私の話を終わ

ります。

2001年8月6日
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私たち医師・医学者の会の活動は、会費中

心に運営しています。活動の基盤となる財政

を確保するため、２００１年度会費の納入を

お願いします。

この会報に「郵便払込票」を同封しますの

で、何卒よろしくお願い致します。

◇年会費 ５，０００円

◇振込方法

同封の「郵便振替票」をご利用下さい。

◇連絡先

核兵器廃絶をめざす

富山医師・医学者の会

富山市桜橋通り６－１３

フコクビル11階 076(442)8000

2001年会費納入のお願い 編 集 後 記

◆「核兵器を持たず、作らず、持ち込ませず」。

いわゆる非核三原則は、米軍による核持ち

込み疑惑のために、有名無実という評価が

一般的であろう。

◆確かに「持ち込ませず」は危ういが、核兵

器開発の技術力も経済力も十分にある日本

に、長年のあいだ「持たず」「作らず」を

守り通させた功績は大きい。

◆「武器輸出禁止三原則」も、世界に平和を

訴えるための日本の大きな財産だ。

◆アジア近隣諸国に不安を与える小泉首相の

「改憲」と「靖国公式参拝」公約には、側

近からも慎重論が出てきているという。

◆いずれにしても「聖域なき構造改革」に隠

れて、新しいスタイルの軍国主義化がすす

んでいると渡辺氏は警告している。

当日の講演のビデオをおわけします。

ご希望の方はご連絡下さい。

頒価 ２本組 １５００円

とやま朗読劇の会（富山高校演劇部卒業生有志の会）第３回公演

朗読劇 街が そっくり 焼けた －富山大空襲－

と き ８月１４日（火）
午後１時半 ＆ ４時～

ところ 富山県民小劇場・オルビス
（富山駅前マリエ ７Ｆ）

入場料 ５００円

富山大空襲から満５６年。戦争や空襲を過去のこ

と としないために、今年も朗読劇公演を続けま

す。

朗読する作品

短歌「都市ひとつ消えゆく無念」（深山榮）

体験記「父はやっぱり死んでいた」

（宮島玲子）

童話「りんこちゃんの８月１日」（村上凛子）

童話「松川夜桜」（城倉みさお）

往復書簡「平和といのちを大切に」

（青木仁子）

童話「ほむら色の空」（前野時子）

詩「空よ ひかりよ」（奥田史郎）

ご案内


